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1 はじめに

Universal Dependencies(UD)1[1, 7]とは言語横断的

な係り受け構造を設計する枠組みであり，2014年に

は京都大学テキストコーパス [2]をもとにした日本語

の UDコーパスが公開された．UDは，単語単位の依

存構造を採用しており，原則として内容語を少なくと

も一方に含む依存関係により統語構造を表す．そのた

め，複数の単語から構成される機能表現（複合辞）の

扱いを適切に行う必要がある．例えば，文 1では「研

究」と「考える」という項と述語の関係が捉えられて

いるが，文 2では複合辞「について」の「つい」を内

容語として扱ってしまい，重要な係り受け関係が直接

捉えられない．適切に複合辞を考慮すると，文 3のよ

うに「研究」と「考える」の関係を捉えることが出来

る．

1. 研究を考える

研究 を 考える

dobj

case

2. 研究について考える

研究 に つい て 考える

advcl

mark

iobj

case

3. 研究について考える (複合辞を考慮)

研究 に つい て 考える

nmod

mwe

mwe

case

UDには，依存構造のラベルとして複合辞に相当す

るmweが定義されている 2が，現状の日本語UDコー

1http://universaldependencies.org/

パス (UD1.2)では，網羅的にアノテーションがされて

いないため，このコーパスを用いて複合辞を考慮した

解析器を作るためには，より多くの複合辞に関する情

報をコーパスに付与する必要がある．本研究は，複合

辞をUDにアノテーションすることで，複合辞を考慮

した構文解析のための言語資源の整備と構文解析の枠

組みを整理することを目的とする．

複合辞のアノテーションを行うためには，同一の表

記で複合辞として機能的意味で使われている場合と，

内容的な意味で使われている場合を識別する必要があ

る．例えば，以下の文 1と文 2には「について」とい

う同一表記の表現が現れているが，文 1では「に/つ

い/て」の「つい」が，動詞「つく」という内容的な

働きをしており，文 2では「について」が 1つの表現

として機能的な働きをしている．

1. 親について歩く (内容的な働き)

2. 研究について話した (機能的な働き)

複合辞は，複数の形態素から構成され全体として機

能的に働く表現 [5]であるが，定義や辞書の登録語が体

系によって異なるため，使用する辞書によって解析結

果が異なってしまう．例えば，IPADICや JUMANの

辞書のように単語辞書に複合辞を登録すると，形態素

解析が「どこまでを複合辞として認めるか」の問題に

影響されてしまう．また，複合辞の解析は，「内容的用

法と機能的用法の判別」の問題があるため，構文解析

に関係づけて解析する必要がある．そこで我々は，最

も基盤となる解析として，形態素として斉一な単語辞

書である UniDicベースの形態素解析を行い，その後

段の階層で複合辞を含めた構文解析を行うこととする．

本稿では，UniDic[8] と機能表現辞書つつじ [5] を

ベースに複合辞辞書を構築し，辞書をもとに複合辞の
2本稿は version1 の UD に基づく
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日本語UDコーパスへの情報付加の試みについて報告

する．

2 辞書の構築

本節では，日本語機能表現辞書つつじ [5]をもとに

構築した新たな複合辞辞書の詳細について述べる．つ

つじは言語学的文献を参考にして得た見出し語 341件

について種々の異形を考慮した 16,801種類の機能表

現が収録されており，9つの階層構造で見出し語，意

味，文法的機能，機能語の交替，音韻的変化，とりた

て詞の挿入，活用，「です/ます」の有無，表記の異な

りを表現している辞書である．我々が構築する辞書は，

「各々の見出し語は唯一の文法的機能を持つ」という

方針をとり，つつじで見出し語に該当する第 1階層で

はなく，第 3 階層における 555 語の見出し語をもと

に構築する．さらに見出し語およびその表記の異なり

を，構成する短単位列に分解し，その標準形，品詞，

読みの情報を追加する表 1に，我々が構築した辞書の

詳細を示す．また，本辞書の形式には JSONを採用す

る．mwe id は複合辞を一意に識別するための ID を

表している．末尾のアルファベットは複合辞の型を表

しており，例えば，Pは格助詞型，Dは連体助詞型を

意味する．headwordは見出し語，mwe posは全体品

詞，suw lemma，suw lemma pos，suw lemma yomi

はそれぞれ．headwordを構成する短単位列の標準形，

品詞，読みである．variationは headwordの異表記，

variation lemmaは variationの短単位標準形である．

また，後節で詳細に述べるが，複合辞のコーパスへの

マッピングは，suw lemmaと variation lemmaを用い

て行う．meaningは複合辞の意味カテゴリ，leftは複

合辞の前方接続の制約である．接続制約は，「品詞,活

用型,活用形,語彙素」の 4つからなり，前方の 2形態

素の制約を表す．また，表 2につつじと本辞書の比較

を示す．

表 1: 構築した辞書の詳細
属性 説明 属性値の例

mwe id MWE の ID 0011P
headword 見出し語 にとって
mwe pos 全体品詞 格助詞型

suw lemma 短単位標準形 [に, 取る, て]
suw lemma yomi 短単位標準形読み [ニ, トル, テ]
suw lemma pos 短単位標準形の

品詞列
[助詞-格助詞, 動詞-
一般,助詞-接続助詞]

variation 異表記 [にとりまして,にと
り]

variation lemma 異表記の短単位
標準形

[[に, 取る, ます,
て],[に, 取る]]

meaning 意味カテゴリ 立場
left 左接続制約 [[名詞,*,*,*][*,*,*,*]]

2.1 機能表現の対象

つつじにおいて機能表現とは，「機能語」と「複合

辞」からなる表現と定義されている．しかし，本研究

は複合辞にのみ焦点を当てているため，辞書に登録す

る対象は「複合辞」のみとする．短単位一語からなる

機能表現を機能語とし，我々が構築する辞書には登録

しない 3．この結果，エントリ数は，555語から 427

語となった．また，機能表現の構文的な働きについて

の定義は，つつじにおける定義に則る．

表 2: つつじと本辞書の比較
つつじ 本辞書

ファイル形式 XML JSON

エントリ数 4 427 441

品詞体系 IPADic UniDic

構成単語の形態素情報 なし あり

2.2 品詞体系の変換

つつじには，機能表現の前方に接続される形態素

の制約が，「品詞,品詞細分類１,品詞細分類 2,品詞細

分類 3,活用型,活用形,原形」の形で IPADicの体系

によって定義がされている．しかし，本研究でのアノ

テート対象である日本語UDコーパスは，日本語の代

表的な言語資源である「現代日本語書き言葉均衡コー

パス」(BCCWJ)と同様に，UniDicの体系を採用し

ている．我々はつつじで定義されている 96個の制約

に対して IPADicから UniDic体系への対応付けを実

施した．UniDic体系における制約の定義は「品詞大

分類-品詞中分類-品詞小分類-品詞細分類,活用型,活用

形,語彙素」とした．表 3に対応付けの例を示す．

2.3 エントリの追加

つつじにおいて，「からといって」のような表現は接

続助詞型であるが，これは「だからといって」のよう

に変形すると接続詞型になることができる．一方で，

「ところが」という表現は，つつじで接続詞型として

登録されているが，これは接続助詞型にもなることが

できる．このように，つつじで接続詞型もしくは接続

助詞型として登録されている表現の中で，その表現が

接続助詞型もしくは接続詞型にもなりえる場合，新た

にエントリとして本辞書に登録する．この結果，全 14

語のエントリを追加し，エントリ数は 427語から 441

語に増加した．以下に具体的なエントリの追加の手順

を示す，まず，接続助詞型から接続詞型へ変換する場

合は，以下の手順で実施する．

1. 接続助詞型の内容を接続詞型にコピーする．
3接続助詞型「ので」のように，つつじで一語であっても短単位

列では 2 語以上になるものは複合辞として辞書に登録する
4複合辞のみをカウント
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表 3: 制約の対応付けと例
IPADicにおける制約 UniDicにおける制約

品詞,品詞細分類 1,細分類 2,細分類 3,活用型,活用形,原形 品詞大分類-中分類-小分類-細分類,活用型,活用形,語彙素
例 1 動詞,*,*,*,*,連用タ接続,* 動詞,*,連用形-促音便,*

例 2 形容詞,*,*,*,*,未然ウ接続,* 形容詞,*,意志推量形,*

2. mweidの末尾を Qから Cに, 品詞を接続助詞型

から接続詞型に変更する．

3. 接続詞型の左接続制約を”補助記号-読点,*,*,*; 補

助記号-句点,*,*,*;None,None,None,None”5とする．

次に，接続詞型から接続助詞型から接続詞型へ変換す

る場合は，以下の手順で実施する．

1. 接続詞型の内容を接続助詞型へコピーする．

2. mweidの末尾を CからQに，品詞を接続詞型か

ら接続助詞型に変更する．

3. 接続詞型の左接続制約に”補助記号-読点,*,*,*;補助

記号-句点,*,*,*;None,None,None,None”を加える．

3 アノテーションの事前検討

UDコーパスへのアノテーション実施の事前検討と

して，複合辞辞書のエントリをコーパスへ自動的に

マッピングし，係り受け構造の自動付与を Stanford

Parser[3]を用いて行った．それぞれの結果から，アノ

テーションの事前検討を行う．

3.1 コーパスへのマッピング

日本語 UDコーパスの全 9995文に対して，構築し

た辞書のエントリ全 441表現をマッピングの候補とし，

コーパス中の各文へのマッピングを行う．マッピング

の手順は，以下の通りである．

1. 　各エントリの suw lemma及びvariation lemma

の短単位列とコーパス中の各文内の短単位列が完

全に一致する表現を探す．

2. マッチした表現の 2つ前方の形態素及び直前の形

態素の「品詞，活用型，活用形」と，辞書中の左

接続制約を比較し，一致しないものを削除する．

コーパスへのマッピングを実施した結果，7314短

単位列がマッピングされた．また，マッチした複合辞

のうち，コーパスにもともと付与されている複合辞を

除くと，5833短単位列であった．従って，我々が構築

した辞書を用いることによって，UDコーパスへの複

合辞のアノテーションが，より網羅的になることが示

唆される．
5;は論理和の「OR」を意味し，Noneは，「いかなる形態素も接

続してはならない」という意味を示す

3.2 係り受け構造の自動付与

第 1 節の文 3 のような複合辞を考慮した係り受け

構造を自動で付与することを試みる．まず，複合辞が

アノテーションされた日本語UDコーパスを，複合辞

が含まれている文と含まれていない文の 2 つの集合

に分割し，複合辞が含まれていない文集合を用いて，

Stanford Parser[3]によって係り受け解析のモデルを

学習する．構築したモデルを用いて複合辞が含まれて

いる文集合の係り受け解析を行った 6．この際，複合

辞は連結して 1単語と扱って解析を行った．結果の中

から，格助詞型・助動詞型・接続詞/接続助詞型をそれ

ぞれ 10個ずつランダムサンプリングを行い，(a)複合

辞とその主辞 (名詞や動詞)と，(b)複合辞の主辞 (名

詞や動詞)とさらにその主辞の 2種類の係り受けの正

解率 (UAS)を算出した．結果を表 6に示す．

表 6: ランダムサンプリングの結果
(a) (b) 用例

格助詞型 8/10 6/10 「について」
助動詞型 9/10 9/10 「ことができる」

接続詞・接続助詞型 10/10 8/10 「ばかりか」

3.3 考察

短単位列と左接続制約のマッピングだけでは，一意

に品詞が割り当てられないものが存在し (例えば，複

合辞「という」に対して助動詞型と連体助詞型)，その

ようなものについては人手で判定する必要がある．さ

らに，複合辞「を通して」や「ことは」のような，構成

形態素の中に内容語を含む複合辞については，機能的

な用法ではない箇所にマッピングされてしまう事例が

多くみられ，人手による用法判定の必要性が示唆され

た．また，複合辞「ために」はつつじにおいて，接続

助詞型としてのみ登録されているが，例えば，「不心得

者のために失墜する」のような文において接続助詞型

としてマッピングされており，これは誤りである．そ

こで，新たな見出し語として，「名詞+のために」の形

で格助詞型の複合辞として登録する必要がある．この

ように，新たな見出し語の追加をする余地があること

が明らかとなった．次に，係り受け構造の自動付与の

結果においては，(a)(b)ともに，完全には自動で係り

6同一箇所に複数の品詞がマッピングされたものは除去
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表 4: 品詞カテゴリとその用法
つつじにおける品詞 新たな品詞カテゴリ 用法

格助詞型, とりたて詞型 提題助詞型, 形式名詞型 格助詞型 名詞+○+動詞/形容詞
連体助詞型 連体助詞型 動詞/形容詞/名詞+○+名詞

接続助詞型, 接続詞型 接続詞型 文/節+○+文/節
助動詞型 助動詞型 動詞+○

表 5: アノテーション例
前文脈 注釈該当部 後文脈 選択肢 機能的用法か 品詞選択

中西忠夫専務 によると 、「地下でもポケベルは鳴ります」とのこと。 1 → P,0 →その他 ○ 1

しかし、三日までに提案 に応じた のは一割強の五百五百四十四十人。 1 → D,0 →その他 × ×

受け構造を正確に付与できておらず，自動付与を行っ

た後の人手による修正作業が必要であることが明らか

となった．(a)複合辞とその主辞については，直前の名

詞や動詞を主辞にすることが多いこともあり，高い精

度で自動付与でき．(b)その主辞 (名詞や動詞)とさら

にその主辞については，(a)より若干精度が低くなっ

ており，人手による修正作業のコストがより多くかか

ることが示唆される．

4 アノテーションの方針

前節の考察を踏まえ，今後の複合辞のコーパスへの

アノテーションの方針とその手順について述べる．ま

ず，「には」のような構成形態素に内容語が含まれない

複合辞は用法の曖昧性が無く，「に当たり」のような内

容語が含まれている表現にのみ用法の曖昧性があると

仮定し，後者のみをアノテーションの対象とする．そ

のため，コーパスでマッピングした 7314短単位列の中

から，内容語が含まれている複合辞を対象にアノテー

ションを行う．また，アノテーション作業における作

業品質の一貫性とアノテーションの簡易化のため，つ

つじで定義されている 8種類の品詞カテゴリを用法ご

とに 4種類に集約し，それぞれの用法を定義する (表

4)．アノテーションの手順は，まず「機能的用法であ

るかどうか」の判断を行い，機能的用法である場合は，

該当する品詞を選択し，該当する品詞がない場合は、

0(その他)を選択する．機能的用法でない場合は，品詞

の選択は行わないこととする．表 5に，アノテーショ

ンの例を示す．

5 関連研究

複合辞が付与されたコーパスは，BCCWJにおいて

は，助詞相当 75語，助動詞 55語の複合辞が収録され

ている．また，現代語複合辞用例集 [4]の代表的複合

辞一覧に基づいて，それらの派生形である 337種類の

機能表現を規定し，1995年の毎日新聞の記事に対して

内容的用法と機能的用法の区別をアノテートし，各複

合辞ごとに最大 50件の用例を収録した日本語複合辞

用例データベース [6]や，BCCWJ2008及び 2009を

用いて作成された BCCWJ複合辞辞書 [9]がある．

6 おわりに

本稿は，複合辞の辞書構築と，日本語Universal De-

pendenciesへのアノテーションの検討を行った．構築

した辞書エントリをコーパスへマッピングした結果か

ら，日本語 UD コーパスへのより網羅的なアノテー

ションが可能であることが確かめられた．今後は，実

際にUDコーパスへの人手によるアノテーション作業

を行っていく予定である．
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